
日時： 2016年11月19日（土） 15:00～17:00
場所： TKP仙台カンファレンスセンター

宮城県仙台市青葉区花京院1-2-3 tel:022-217-7126

教育講演

「Ph＋ALL治療の現状と今後の展望」

演者：大崎市民病院 血液内科 科長 高橋 太郎 先生

総合司会：東北大学病院検査部 主任臨床検査技師 菅原 新吾 先生

「血液形態から染色体・遺伝子異常が見えてくる
－WHO分類の骨髄系腫瘍を整理しよう－」

演者：NTT東日本関東病院 臨床検査部 後藤 文彦 先生

終了後、情報交換会を予定しております

特別講演

共催：宮城県臨床検査技師会/ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社

生涯教育認定：専門20点 会場受付にて会員番号のご記載をお願い致します

-情報提供-
CML治療薬「スプリセル錠」

ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社

15:00 – 15:15

15:15 – 15:45

16:00 – 17:00


